
【研究論文】

日本 と中国の教育改革の動向に関する一考察

算数教科書の比較検討を通 じて一

大下卓司

1.は じめ に

本 稿 では 、昨今 急速 な教育 改革 が進 め られ てい る中

国の初 等教育 にお け る教育課 程の動 向 を検 討す る。 中

国で は、2001年 に 「課程標 準 」が公布 され、10年 を経

た現在 、その 改訂作 業 が進 め られて い る。改訂 を控 え、

現在 の中国 にお いて、 どの よ うな教 育が展 開 され、何

を 目指す ものな のか を算 数 とい う教科 に焦点 を絞 って

検討 す る。 そ の ため に、本稿 では算数 で使 用 され る教

科 書 を素材 とし、 具体像 に迫 る こ とにす る1。

本 稿 にお いて、 そ もそ も教 科書 とは教 育課程 を具 体

化 した一 つ の教 材 と して と らえ る。教 科書 を め ぐって

は、執筆 、 出版 、発 行 、検 定や認 可等 に 至 るまで、 そ

の制 度 は世界 の国 々で 多様 で あ る2。この うち、日本 と

中国は教 科書 の供 給 にお いて 無償 か、 地域 に よって有

償 か とい う点 にお いて異 な るものの、 教育課 程 が国 に

よって示 され 、民 間に よ り発行 した もの が検 定 され、

教育 行政機 関や 学校 が教科 書 を採 択 し、学校 教育 現場

で教 科書 の使用 義務 を課す といった多 くの共通点 が見

られ 、比較 検討 に適 してい る。 と りわ け、使 用義務 が

ある点 か ら、 日中 にお い て教 科書 は、「主 た る教材 」と

して、カ リキ ュ ラムの意 図 を緊密 に反 映 し、実現 され

うる もの と して検討 す る ことがで きる。教科 の 中で も、

一定 の普遍 的性 格 を有す る算数 ・数学 に焦点 を絞 るこ

とで、高 い比較 可能性 が得 られ よ う。

さて、 日中 の算数 の教科 書 に関す る研 究 として は、

秋 田大学 の杜威 に よ る研究 が主 な研 究 としてあ げ られ

る。 杜 は、 国立 教育政 策研 究所 にお ける調査 、お よび

そ の委託 を受 けた教科 書研 究セ ン ター にお け る算数 ・

数学 教 育 の 国 際 比較 調 査 プ ロ ジェ ク トに参加 し、 中

国 ・台湾 の算数 ・数 学教育 の研究者 と して、 教科教 育

の立場 か ら中国 の初等 ・中等教育 の教科 書 を検討 した。

杜 は、 中国 の初等教 育 の算数 にお ける代表 的な教 科

書である人民教育出版による 『義務教育課程標準教科

書 数学』(以下 『数学』と記す)を 日本の教科書と比

較し、その特徴を明らかにした。杜の研究については、

2.に おいて後述するが、研究の特徴は包括的に両国

の算数教科書の特徴が述べられ、中国における算数教

育の全体像を把握することができる点に集約できる。

しかしながら、その反面、各単元の内容に関して、十

分に踏み込んだ検討がなされているとは言いがたい。

他方、京都大学の田中耕治は、2001年 に日中の学力

比較調査を実施 し、それに伴って日本の啓林館による

算数教科書と中国の中国科学院心理研究所が編集した

『現代小学数学』を比較した。田中は乗法と分数の内

容に焦点を絞り、それぞれの内容が従来の学力調査に

おいて抱えてきた論点を吟味しながら、両国の教科書

を比較した3。その結果、乗法に関しては第一に、日本

に比べ中国においては、2年 生の上半期で乗法のみな

らず除法まで指導され、系統性をもつ教科内容が短期

に集中して指導されていること、第二に、中国におい

ては乗法の意味は同数累加を簡略化したものとされる

一方で、日本のでは乗法は正比例型の 「単位あたり量

×いくつ分」を計算の意味とするものの、計算方法は

同数累加 としているため、こうした違いが必ずしも調

査結果に表れなかった。このことから、指導法のレベ

ルで課題があるのではないかということを明らかにし

た。田中の研究では、比較調査の調査問題と連動 して

検討することで、内容や指導にまで踏み込んだ検討が

なされている。しかしながら、田中が検討した教科書

は、後述する 「課程標準」以前の教科書であり、現在

の中国における算数教育の動向を把握するうえでは、

現行の教科書を検討する必要がある。

そこで本稿では、田中に近いスタンスに立ちながら、

日中両国で現行の算数教科書の比較を試みる。内容に
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踏み 込ん だ比較 を行 うた めに、乗 法にか かわ る内容 に

焦点 を絞 っ て検討 を行 う。そ こで、まず2.に お い て、

教 科書 に重 点 を置 き なが ら日中両 国の算数 教育 につ い

て、教 育課程 、教科 書 制度 、教科書 の全体 的 な特 徴 と

い う3つ の視 点 か ら概観 す る。3。 におい て は、2.

を踏 まえた上 で 、乗 法 の内容 に焦点 を絞 る。 こ こで は

乗 法 の導入 単 元 を含 む2年 生 の教 科書 の構成 とそ の単

元 の展 開を検討 し、 教育 改革 の具 体像 を描 く。 この と

き、本稿 では 日本 の教科 書 と して、全国 的に使 用 され、

高 い シェア を有 す る啓林館 の教科 書(2011年 度採択 率

34.3%4)を 、中 国にお いて は、杜 同様 に、全 国 で使 用

され てい る代表 的な教 科書 であ る人 民教 育出版 社 の教

科書 を検討 対象 とす る。比 較のた め、啓林 館 の教科 書

は 、2007年 度(平 成16年 検定)、2004年 度(13年 検

定)、1999年 度(7年 検 定)に 使 用 され たもの を、人 民

教育 出版 の教科 書で は、 「課程標準 」版 の2008年(2001

年 第 一版)、 「教 学大綱 」版 の1999年(1994年 第 二版)

の ものを使用 す る。

2.日 中の 算数教 育の概 観

(1)日 本 にお ける算 数教育 の動 向

ここでは、 まず 教育課 程 、教科 書制度 、教 科書 の特

徴 とい う3点 か ら両国 の教育 を概 観 しよ う。 日本 で に

お い て今 日では教 育課程 の大綱 的基準 とと らえ られ て

い る「学 習指導 要領 」(以 下要領)が 国 に よって示 され 、

大 きな改訂 を迎 えて きた。要領 は1998年 に改訂 され 、

第 一 に、 「ゆ と り」 を実現 す るた め に学校 完 全 週休5

日制 を実施 し、教 育内容 を厳 選す る こと、第 二 に、「個

性 を生 かす 教 育」 を推 進す るため、多様化 と選 択制 を

拡 大す るこ と、第三 に 「生 きる力 」 を育成 す るた め に

「総 合的 な学習 の時 間」 を新設す るこ ととい う3つ の

方針 が示 され た5。 しか しなが ら、1999年 、経 済学 や

理数 系 の研 究者 に よ り 『分 数がで きない大 学生 』が 出

版 され、「学力 低 下論 争 」が生 じた。要領 の改訂 に伴 う

教科 内容 の三割 削減へ の不 安や 「総 合的 な学習Jへ の

疑念 か ら、 「学 力低下 」 が危惧 され 、2003年 には学 習

指 導 要領は 一部 改正 され た。 この改 正で は学習 指導 要

領 を ミニマ ムス タ ンダー ドとし、発 展的 な学習 を認 め

る な ど、 「確 か な学力」を育 成 し、学 力水準 の 向上 を 目

指 す 方向 に転 換 された 。

この結果 、1998年 の改 訂か ら10年 を迎 えた2008年 、

再び学習指導要領が改訂された。この改訂では、基礎

基本の確実な定着を意味する 「習熟」と自ら学び自ら

考える 「探究」を、知識 ・技能を学習や生活の場面で

活用する力の育成を図る 「活用」により架橋すること

が目指された。とりわけ、算数 ・数学科においては、

基礎 ・基本の確実な定着を目指して、学年間で指導内

容の一部を重複させるなど、反復による教育課程編成

が試みられている6。1998年 の改訂で削減された内容

が再び指導されることになり、算数 ・数学の授業時間

が増加 した。「生きる力」の育成とい う理念は継承しっ

つも、学力水準の向上を目指した方針が示された。

そこで、本稿においては、執筆時点では移行措置段

階にあるため、1998年改訂、2003年一部改正された要

領を反映した教科書を検討する。なお、小学校におい

ては、2011年4月 新指導要領の下で編集された教科書

の出版が控えている。今後、これを検討するための第

一歩として本稿を位置づけることにする。

さて、教育課程がこのような改革動向にある中で、

現在 日本の教科書はどのような制度の下で子どもたち

に利用されているのだろうか。算数を具体例としてそ

の制度を概観すると、日本においては民間の出版社6

社がそれぞれ作成し、6種 類の教科書が文部科学省の

検定を受ける。修正を経て検定を通過した教科書は、

各都道府県ないし市区町村の教育委員会が採択し、教

科書取次店を通じて、各学校に流通し、子 どもたちに

無償で配布される。こうして子どもたちの手に渡った

教科書については、学校教育法第34条 に 「文部科学大

臣の検定を経た教科用図又は文部科学省が著作の名義

を有する教科用図書を使用しなければならない」と定

められている通 り、授業において教科書を使用する義

務が課せられている。そのため、国が意図したカリキ

ュラムと教師により実施されるカリキュラムは密接な

関係にあると考えられる。教科書を検討することで、

日本の授業の一端を垣間見ることができよう。

こうした制度の下で、子どもたちに使用される日本

の教科書は次のような特徴をもっ。第一に、「比較的小

型でページ数も少なく薄いが、基礎基本にかかわる必

要な情報が簡潔にまとめられている」7。これは、教科

書が教えるべき教科内容を過不足なく網羅し、大半の

ページを教えるために編集されていることに起因する。

このような用途から、「教師生徒にとって使いやすい
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もの」8とす る評 価 もされ て いる。そ の反 面、多様 な事

項にっい て詳 述 され るこ とはな く、 「諸 外 国 の教 科 書

に比べ 、児童 ・生 徒 の興 味 関心が高 ま った り展 開 した

りしていか ない、 あ るいは学 習行動 につ なが らな いの

ではないか」9とい う指摘 もな されて い る。第 二に、教

科書 の構 成 を見 る と、各 章が 「数 学 の学 問的 内容 を中

心と して、1か 月 か ら数 か月 にわた る大 きな 単元 とし

て構成 され て い る」lo点 が指 摘 され てい る。 他 国 に比

べ長期 にわ たる単 元が設計 され てい る。 第 三 に、単 元

に着 目す る と、特 に導入部 にお いて 「児 童 が算数 的活

動 をす るた めの方策 、例 えば、複数 の考 え を挙 げた り、

イ メー ジ を持 たせ る図 を活用 す るな どの工夫 」11に特

徴が ある とされ る。 第 四に、各単 元 にお いて学習 内容

を定着 させ る場 面 におい て も、 日本 の 教科 書で はすべ

ての子 ども を対 象 として 問題 が作成 され てい る点 に特

徴があ る。 欧米 諸 国の教科 書 にお いて は、子 どもの能

力差 や習熟 度 に応 じた問題 を用意 し、 同 じ授 業 を受 け

ていた と して も、取 り組 んでい る課 題 は子 ども個 々人

で、あ るいは グル ー プで異 な る授業 が想 定 されて い る。

それ に対 し、 日本 の教 科書 は、一斉 授業 によ りす べ て

の子 どもを教 え るとい うスタ ンス に立 ち、大 半 の問題

は、 すべ ての子 どもが取 り組 む とい う前 提 の下で 作成

され てい る。 た だ し、多様 なアプ ローチ が可 能 な問題

を出 し、子 どもの多様 な考 え方 を引き 出す こ とで 、多

様性 を保証す る ことも 目指 されて いる。

(2)中 国 にお け る算 数教育 の動 向

他方 、中国 は、1970年 代 末 の改革開 放路線 以 降、急

速な学校 教育 の展 開 を遂 げ、 現在 教 育の 量的拡 大 と質

的向上 が ともに 目指 され てい る。 膨 大な人 口、都市 と

農村 の地域格 差 な どを抱 え る中国 におい て、教 育課程 、

教科書 制度、 お よび教科 書の特徴 には どの よ うな性格

があ るのだ ろ うか 。

教育課 程 に関 しては 、次 のよ うな展 開 を遂 げて現在

に至 る。1993年 、 「中 国教 育改 革 と発展 に関す る要綱 」

が公布 され、 従来 の試験 対策型 の 「応試 教 育」 か ら、

経験主義 に立脚 しなが らも、子 どもの全体 的 ・全 面的 ・

能動的発 達 を促 す 「素質 教育」へ と国家 に よる教育政

策 が転 換 した12。 これ に よ り、 現代 中国 にお ける教育

の基本 路線 が 明 らかに された。加 えて、教 育部 に よる

1999年 の 「教 育改 革の深化 と素質 教育 の全 面的推進 に

関す る決 定」、お よび2001年 の 「基 礎教育 課程 改革鋼

要」 の公布 に よ り、新 しい基礎 教育 課程 システ ムが構

築 され た。 教材 ・授 業 ・評価 の よ りどころが 「教学大

綱 」 か ら 「課 程標 準」 へ と展 開 され 、改革 の実 現に向

けて教 育政 策 が進 め られた13。実験 を経 、2005年 には

この 「課 程標 準」 は全 国的 に実施 され、教 育改 革が実

現 され た。 この 「課 程標 準」特徴 は、第一 に、初等 教

育 と前期 中等 教育 の9年 間 を一 貫 して とらえ、第1か

ら第3学 年 、第4か ら第6学 年 、第7か ら第9学 年 の

3段 階 の学 習段階 を導入 して学 習段 階別に到 達度 を設

置 す る点、第 二 に、国家 ・地方 ・学校 の三者 で教育課

程 を構成 す る点、第 三 に、教科 の配 当時間 は割合 で示

す 点 に集約 され るin。中国 で基礎 学 力の 向上 、 中央政

府 か ら地 方へ の権 限の移 譲、学校 や教 師の裁 量 の拡大

が 目指 され てい る と言 え よう。

こ うした教 育課程 をめ ぐる転換 の 中で、 中国 は次 の

よ うな教 科書 制度 を敷い てい る。 中 国にお いて、小学

校 の算数 の教 科書 出版 社 は6社 あ り、6種 類 いずれ も

各学 年2分 冊 で構成 され てい る。 これ らの教 科書 は、

「全 国小 学教材 審定 委員会 」の下 で検 定が行 われ る。

検定 を合格 した教科 書は 、省 また は 自治 区 の教育行政

機 関で あ る教 育庁が 「選定委員 会 」 を設 け、 そ こで の

決 定 に従 って採 択 され るIS。地 域 に応 じて有 償 、ない

し無 償で子 どもに供給 され る。

続 いて 、杜 の研 究 を参照 しなが ら、教科 書 の全体的

な特徴 を検 討 しよ う。教科書 の特徴 と して、第一 に 「学

習者 が常 に数学 王国(数 学楽 園)で 様 々 な活動 を し、

役 立 つ道具 を多 く手 に入れ、そ れ らに よって 自 らます

ます 賢 く成 長 してい く」とい う設 定 の下で 、 「挿絵 やス

トー リー を多 く使 用す る こ とが大 きな特 徴 とい え よ

う」 と指 摘 して い る且6。こ うした構 成 は、子 どもが物

語 の 中で学 習す る こ とで 「人 間形 成 」 とい う意 図があ

る と杜 は見 てい る。 加 えて、 こ うしたス トー リー を取

り入れ る こ とで 、 「実社 会 とのつな が り」を強 く打 ち出

して いるη。 第二 に、 日本 に比べ て、 「精講 多 練」 と表

現 され る よ うに、指 導 内容は精選 され 、練習 問題 が多

い とい う設 計に なって い る点 を杜 は指 摘 した。第 三に、

人 民教育 出版 の どの教科 書 にも 「学習者 へ の こ とば」

とい った 前書 きが あ り、 「編集 方針 や 理念 を説 明 し学

習 の案 内 をす る と同時 に、数学 の よ さ ・美 しさ ・有 用

性 な ど」 を訴 えて い るto。杜 が指 摘す る通 り、 日本 の
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教科書ではこうした記述は恒常的ではない。

以上、両国の教科書を概観してきた。両国とも教育

改革を迎える中で、多くの共通が見られた。次章では、

ここで見られた共通点や相違点が具体的に教科書にど

のように表れているのかを具体的に検討しよう。

3.日 中の教科 書の 比較 検討

(1)教 科書 の構成

本 節で は、小 学校 にお け る乗法 に 関す る単 元配 列 を

概観 し、乗 法 がは じめて指 導 され る2年 生 の教科 書 に

焦点 を絞 る。 両国 とも乗法 に関わ る内容 は、 整数 の乗

法、 小数 の乗法 、分数 の乗 法 と正 の有理 数の 世界 の広

が りに応 じて計 算方法 が指 導 され る構成 にな って い る。

この うち、整 数 の乗法 で は、九九 か ら始 ま り、筆算 を

利 用 した多位 数 の乗法 へ と展 開 され る。乗 法 が初 めて

指 導 され るのは 両国 と も2年 生で あ るものの 、中 国で

は上巻 で指導 され た め半年程 度早 い。 これは 、上述 の

ほか の単元 につ いて も同様 の傾 向 にあ る。

乗法 が導入 単元 を含 む2年 生の教科 書 を見 てみ よ う。

啓 林館 の2年 生下巻 にお い て、 「⑦ か け算(1)」 「⑧ か

け算(2)」 にお いて乗 法 が学 習 され る。 その後 、 「⑨

三 角 形 と四 角 形 」、 「⑩100㎝ を超 え る長 さ」、 「⑪

10000ま での数 」が学習 され る19。多少 単元 の配列 が そ

れ ぞれ の単元 の大 き さは 「か け算(1)」 は22ペ ー ジ

で最 大、 「100㎝ を超 え る長 さ」の6ペ ー ジが 最小 で あ

る。45分 の授業 で教科 書 の見 開き2ペ ー ジを扱 うこと

を考 える と、「かけ算(1)」 は10時 間以上か け られ る

こ とにな り、乗 法 には3週 間程度 か け られ る。教 科書

全体 はB5判 で印刷 され 、90ペ ー ジか ら構成 され る。

他 方、人 民教 育出版 の教 科書 では、 「① 長 さの単位 」、

「②100以 内 の加 法」、 「③ 角 の初 歩 の認 識」、 「④ 九九

の乗 法(一)」、 「⑤ 物体 の観 察」、 「⑥ 九九 の乗法(二)」 、

「⑦ 統計 」、 「⑧ 数学 の 広 が り(数 学 角)) 、 「⑨ 総 復

習」、とい う単 元か ら構 成 されて い る。それぞ れの 単元

は、最 大で 「九 九の乗法(一)」 の23ペ ージ 、最小 で

「数 学の広 が り」 の3ペ ー ジ と、 単元 の長 さにぱ らつ

きが あ る。 しか しなが ら、 両国 とも乗法 に関 して は、

いずれ の単元 も20ペ ー ジ前 後で あ り、単元 は長 め に設

定 され てい る。A6判 で109ペ ー ジ か ら構成 され る。両

国 と も、大 き さ、単元 の長 さ、記述 量、子 どもが持 ち

運 ぶ とい う用 途 は類 似 して い ると考 え られ る。

こ うした単 元配列 は 「教学大 綱」版 の教 科書 とは大

き く異 な る点 に は注意が必 要 であ る。 「教学 大綱 」版 の

教 科書 におい て は、 「100以 内 の加減 法 」、 「ミ リメー

トル とメー トル の認 識」、 「九九 の乗法(一)」 、 「九九 の

除 法(一)」、 「角 と直 角」、 「九九 の情報 と除 法」、 「総復

習 」 とい う構 成 で あ った。 乗法 ・除法 に 関 しては 、2

則併進 に近 く、乗法 と除法 の関係性 をつかみ やす い構

成 とな ってい た。この こ とか ら、「課 程標 準」を契機 に、

中国 の教科 書 におい て、第 一に乗法 の単 元が連 続 して

教 え られ る よ うにな った。除 法は2年 の 下巻 に移動 し、

除法 を乗法 の逆 とす る指 導 は転換 され たた め、乗法 の

確 実 な定着 を 目指 す よ うになっ た と考 え られ る。第 二

に、単 元 「数 学 の広 が り」 が新 設 され て い る点 に 「課

程 標準 」版 の特徴 が鮮 明 に表れ てい る。2年 生 上巻 の

同単元 にお いて は、既習 の学 習事項や 日常生活 で の経

験 を利用 しなが ら順 列 ・組 み合 わせや 論理 的 な思考 に

つ い て指 導 され る。 例 えば、3人 で シ ングル スの卓球

をす る際の対 戦相 手 の組 み合 わせ を考 える問題 に2年

生 が取 り組む ことにな る。 確か に、子 どもに とって遊

び を場面 と した身近 な問題 場面 では あ るものの 、数学

的 には高 度 な内容 であ る。 こ うした 「数 学 の広 が り」

は どの学年 の教 科書 に も単 元 と して設 け られ 、発 達段

階 に応 じて生活 で算 数 ・数 学が利 用 され て い る場 面が

取 り上 げ られ てい る。 ここか ら、経験 主義 に立脚 しつ

つ、 ス タンダー ドを定め て学力 の向上 を促 す 「課程標

準」 の性格 が垣 間見 え よ う。

(2)乗 法 導入 単元 の比較

ここで は乗法 の導入 単元 に焦点 を絞 って、 よ り詳細

に検討 しよ う。啓 林館 の教科 書で は、単 元 は教師 が行

う発 問に近 い形 で示 された例題 とその説 明、 グルー プ

や 個別 に取 り組む類 題 、授 業 中に取 り組む よ うな短 い

練習 問題 、 単元末 に 出題 され る練習 問題 か ら構 成 され

る。図1.に 示 した よ うに、例題 にお いて、子 どもの典

型 的 な思 考 が記 され 、子 どもの思考 に寄 り添 いなが ら

問題 にお い て何 が争 点 とな るのかが示 され て い る。 ま

た、後述 の表1.に 示 した通 り、日本 の単元 にお いて は、

例題 や類題 が多 く、練 習問題 は少 ない。 例題 や類題 に

お いて は、子 どもの 日常生活 で遭 遇す るよ うな場 面、

例 え ば図1.で 示 した よ うに、1箱 当た りの お か しの個

数 とそれ が何箱 あるか 、 とい った子 どもが 生活 の 中で
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体験す る よ うな 問題 が 出題 され てい る。今 日の教 科書

では、1998年 の指導 要領 改訂 を経 て、作問 問題 が登場

し、多様 な思 考か ら乗法 の理解 が促 されて い る。

他方、人 民 教育 出版の教 科書 におい ては 、教師 に指

導 されて子 どもが一 斉学習 にて学習 す る例題 、 「や っ

てみ よ う」(倣 一倣)と い った、個別 や グル ー プで 取 り

組む類題 、授 業 あ るいは宿題 で課 され る練習 問題 か ら

構成 され てい る。類題 は、計算 練習や 文 章題 を解 く活

動だけで な く、 式 を書 く、 口頭 で答 え る、学級 の友達

と互 いに問題 を出 し合 うな ど子 どもの経験 を活 用 し、

多様 な活 動 を促す構 成 にな ってい る。 練習 問題 で も、

計算 問題 も多 い反 面、 同 じ解が得 られ る表 現 を仲 間わ

けす る問題 や 、絵 を利 用 しゲー ム感 覚 で考 え るよ うな

問題 な ど、多様 な活 動が設 定 され てい る。例 えば図2。

では、子 どもは 「3×2」 と同 じこ とを示 す 、 「3個の2

を加 える」、 「3+3」、 「2×3」、 「2+2+2」 を選 ぶ な ど

の活動 を、子 どもの興 味 をひ きつ け るよ うな絵 を見な

図1.子 どもの典型 的な思考 の記 述

(『わ くわ く算 数2・ 下』啓林 館 、2007年 、p.17)

図2.多 様 な出題形 式 の練 習 問題

(『数学2年 級上 冊』人民教 育出版 、2008年 、p.50)

がら行う。加えて、「課程標準」版から作問問題が取り

入れられるようになった点にも、日本と同様の傾向を

読み取ることができよう。以上の構成は 「教学大綱J

版の教科書と大きく異なる。以前の版では計算問題や

文章題、口頭での応答といった活動が教科書で示され

ていた。子どもが、教師だけでなく学級の友達と多様

な活動に取 り組み、楽しみながら学び、それを教師が

促すことを「課程標準」が目指していたことがわかる。

今度は、日中の教科書の問題数に比較してみよう。

日中両国の教科書で出題されている問題を、例題、類

題、そして練習問題を計算練習(小 問を合計)と その

他の問題の4組 に分けると、表2.の ように整理できる。

杜が指摘したとおり、人民教育出版の教科書では、学

級やグループで取り組む例題や類題に比べ、練習問題

が多い。子どもは教師から最低限の内容を教わり、多

くの問題を解くことで、内容を習得することが目指さ

れていると考えられる。加えて、多様な学習活動を設

定することで、教師が授業を計画しやすい構成になっ

ていると考えられる。他方、日本の教科書では、例題

や類題が多く、一斉授業を通じて学習する構成になっ

ていると考えられる。

表1.問 題の出題形式の比較

日本 中国
該当頁 2^'22 44^-66

例題 19 9

類題 15 8

練習問題
(算) 64 85

(他) 8 30

(啓林館(2007年)、 及 び人民教 育 出版(2008年)の

算 数の教 科書 をも とに筆者 作成)

(2)乗 法概念の指導

以上乗法を含む2年 生の教科書における単元配列、

導入単元の構成を見てきた。本節では、導入単元にお

いて、どのように指導が展開され、概念が説明されて

いるのかを検討する。

まず啓林館の教科書では、遊園地の絵を載せ、子ど

もの日常生活を喚起し、不均等分布と均等分布の比較

から、同数累加を喚起させ乗法を導入している。しか

しながら、「4の3つぶんのことをしきで4x3」 と明

記するように、乗法の意味は 「単位あたり量xい くつ
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分 」で あ る と定義 し、 指導 す る展 開 になっ てい る。 同

数 累加 につ いて は、 「4x3の こた えは、4+4+4で も

とめ られ ます 」 とし、 計算 方法 として説 明 し、乗 法の

定義 で はな い こ とを明記 してい る。こ うした説 明 の後 、

「長 さが6㎝ のお も ちゃの電 車が あ ります 。2つ ぶん

の長 さはなんcmに な ります か」 とい う問題場 面 にお

い て、 「6㎝ の2つ ぶ ん の こ とを6cmの2倍 ともいい

ます 」とし、倍 の概念 を指導す る。そ のの ち、5の 段 、

2の 段 、3の 段 、4の 段 の九九 を学習す る構成 とな って

い る。 最後 に、乗数 と被 乗数 の関係 を問 う問題 を 出題

し、乗 法 の導入 単元 を終 え てい る(図1.と 図3。 参 照)。

他 方、人 民教 育 出版 の教科書 をみ る と、 単元 「④ 九

九の乗 法(一)」 にお い て、啓林館 同様 に遊 園地 の場 面

にて 同数累加 のイ メー ジを喚起す る点 は共通 してい る。

次 に、同一 の長 さの小 さい棒で三 角形や 星 な どの図形 、

す な わ ち数 の ま とま りを作成 し、 同数 累加 を構成 す る

活 動 を行 う。そ の後、 「3+3+3+3+3+3=18」 が 「6

×3=18」 ない し、 「3x6=18」 と表現 で きる と して い

る。日本 の よ うに乗 数や 被乗 数 を区別す るの では な く、

い ずれ も因数 と して表 現 し、乗法 は加法 を簡 便 に表現

した もの と して説 明 され る(図4.)。 そ の後 、5の 段 、

2の 段、3の 段 、4の 段 、6の 段ま で指導 され る。 こ う

した 展 開 は、 「課 程 標 準 」 の影 響 を 強 く受 け て い る。

「教学大 綱」 版 では、 イ メー ジを膨 らませ 、 手指 を使

っ て具体 的 な操作 をす る場面 はな く、具 体物 を同数 累

加 に よ り加 え る、 それ を乗法 で併記 す る、 とい う内容

か ら始 め られ てい る。また、図4.の よ うに ヒン トを与

え るキ ャラ クター も存 在 せず 、説 明が行 われ てい る。

この よ うに、第一 に、 現在 の 日本 と中 国の教 科書 に

お いて も乗 法 の概念 の説 明 は異 な る。 啓林館 の教科 書

にお い ては、 計算 の意 味 と計算 を行 う方法 と して、乗

法 と同数累加 を区別 して 「単位 あた り量 ×い くつ分 」

とい う意味 の 定着 を 目指 して いる。加 えて 、倍 につ い

て も区別 して指 導 してい る。他方 、 中国 の教 科 書で は

同数 累加 を簡便 にす る表 現 を乗法 と定義す る こ とで 、

加 法 と関係 づ けて理解 す るこ とを促 してい る。加 えて 、

乗 数 と被乗 数 を区別 しな い こ とで、子 どもは容易 に理

解 でき る と考 え られ る。

しか しな が ら、両 国の こ うした展 開は次 の よ うな課

題 を抱 えて い る。啓林館 の教科書 にお いて図1.と 図3.

の いずれの 問題場 面 にお いて も同数累加 との区別 は判

然 と しない。乗法 は、図1.の おか しの箱 の写真 が示す

よ うに、 中身 の個数 が わかっ た代表 と同 じものがい く

つ あ るか を見 るこ とで、全 体 の把 握す る計 算で あ る20。

図1.と 図3.か らもわか る よ うに、代 表 のみが示 され

た 問題場 面 と、同数 累加 として示 され た 問題 場 面が混

在 して い る。混 同 を招 きや すい構成 とな ってい るた め、

2年 生で乗 法 を指導 す る教 師が細 心 の注意 を払 わな け

れ ば、 「単位 あた り量xい くつ分」 とい う乗 法 の概 念

を子 どもに正確 に伝 え るこ とは難 しい だ ろ う。

他 方、 人 民教 育 出版 の教 科書 にお い て は、 第一 に、

同数 累加 で展 開す る場 合、 そ もそ も乗法 と加 法 の区別

がつ かな い こ と、小数 と分数 の乗法 にお い て飛 尾 が生

まれ る こ とな どの課題 を抱 えて しま う。 「教学 大綱 」の

版 で は乗法 と除法 を併進 させ るこ とで、乗 法 と加 法 の

違 い が結 果的 に強調 され るこ とになっ てい た。 ところ

が、改訂 に伴 って、乗法 と除法 を緊密 に教 える構成 で

図3.解 を求 め る方法 と して同数累加 を示す問題

(『わ くわ く算 数2・ 下』 啓林館 、2007年 、p.6)

図4.乗 法 を同数 累加 の簡 便法 とす る説明

(『数学2年 級 上冊』人 民教育 出版 、2008年 、p.47)
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はな くなっ たた め、計 算法則 と しての乗 法の特 徴 が不

明瞭 なもの とな った と言 えよ う。加 えて 、 「課程 標 準」

の版 か らは 、乗数 と被 乗数 の区別 がな くな り、簡 略 化

され て い る。これ らの点 か ら、 「課程標 準」では、乗 法

を平易 に説 明 し、確 実 な定着 を 目指す こ とで 、子 ども

が計 算 の意味 を理解 す るよ りも、利用 で き るよ うにな

る ことを主眼 と してい ると言 え よ う。こ うした展 開 は、

「数 学 の広 が り」 にお いて、 子 どもを生活 場面 で利 用

され て い る算数 数 学 と出会わせ て いる構成 に も合 致 す

る。 こ うした特 徴 か ら、 「課程標 準」 は算数 にお い て、

教科 内容 と 日常 を結 び つけ、利 用 でき る道 具 を子 ども

に身 に付 け させ る ことを意図 してい る と考 え られ る。

乗法 の単 元 にお い て、一 見す る と構成 に数 多 くの類似

点 が見 られ るもの の、 目標 には違 いが あ った。

以 上、 見て きた よ うに 日中 両国 にお い て、教科 書 の

大 き さ、 単元 の長 さといった 点では構成 では共通 点 が

見 られ た。 ま た、 日中 両国の教科 書 におい て、子 ども

の経 験 を活 用 した展 開 となっ てい る点 で も共通 して い

る。 しか しなが ら、経験 に依拠 しなが らも、教科 目標

の違 いが単 元 に表れ てい る。 啓林 館の教 科書 にお い て

は、子 どもの身 の 回 りの生 活 を場 面 とす るこ とで、計

算の意 味 の よ うに算数 に内在 す る理論的 な性 質 に 目を

向 け させ てい る。 そ の一方 で、子 どもに概念 をわ か り

やす く説明 しな けれ ばな らない とい うジ レンマ を抱 え、

明瞭 な区別 は実現 され てい ない。他 方、 人民 教育 出版

の教科 書 におい て は、身 の回 りの生活 を場面 と し、加

えてそ の場 面で子 どもに数 のま とま りを構成 す るな ど

の算数 的な操 作 に取 り組ませ るこ とで、 算数 を実 際 に

活 用 させ る構 成 にな ってい る。 こ うした傾 向は、子 ど

もの 日常 に潜 む数 学的 事象 を説明す る単 元 「数 学 の広

が り」 に顕著 に表 れ てい る。 理論 的な発 展 よ りもむ し

ろ、直観 を通 じて数学 を学習 す るため の萌芽 の形成 を

意 図 してい る と言 えよ う。

現在 の 日本 の 教科 書 にお け る乗 法 の 単 元構 成 は 、

1970年 代 を中心 に展 開 され た民間教 育研 究団体 の研 究

成 果 に依 拠す る部 分 も多 く、 こ うした蓄積 の上 に算 数

の教科 書が編 集 され てい る。 しか しなが ら、 その成 果

が十分 に生 され てい る とは いい難 く、更 な る研 究 が必

要 で ある。逆 に、 そ うした成果 に依 拠す る こ と自体 が

今 日の子 どもた ちに とって妥 当で あるの かを 問い直 す

必 要 もあろ う。他 方 、中国 におい ては、 「教学 大綱 」か

ら 「課程標準」への転換を経て、経験主義に立脚しな

がらも、学力の定着を目指す方向へと転換した。概念

をシンプルに伝えることで、意味理解よりも、数学的

直観を育み、実際に使用できる知識を与えることを目

指 した構成になっていることが明らかになった。

日本では要領が改訂され、2011年度からは新しい要

領に準拠した教科書が使用される。他方、中国におい

ても 「課程標準」の修正が進められ、それに伴って教

科書が改訂される。現在の算数・数学教育については、

「課程標準」において理論的な側面が軽視されている

のではないかと数学者らにより批判され、乗法の単元

においても、乗法がもつ数学的意味に重きを置いた展

開とする修正方針が打ち出されているzi。日中両国で

今後使用される新しい教科書において、本稿で述べた

特徴がどのように転換されているのか、今後も注視す

る必要がある。

4.お わ りに

本 稿 では、 昨今急 速な教 育改革 が進 め られ て い る中

国 の初等 教育 を、 日本 と比較 しなが ら検討 した。 中国

におい て、2001年 に 「課程標 準」 が公布 され て以 降、

10年 を経 た現 在、そ の改訂 作業が進 め られ てい る。同

じく改訂 が進 め られ てい る 日本 と比較す るこ とで 、現

在 の中国 にお いて どの よ うな教育 が行 われ 、 それ が ど

の よ うな 改革動 向 に沿っ た もので あ るのか を検 討 した。

そ の素材 と して、本稿 で は算数 の教 科書 に着 目 した。

2.で は、 日本 にお い て1998年 に改訂 され た要領

と2008年 に改訂 され た要領 の特徴 を概観 し、 「生 きる

力」 の育成 は継 承 され つつ も、学力 水準 の向上 を 目指

した 改革動 向 を 日本 が歩ん でい るこ とを明 らかに した。

こ うした教 育改 革が進 め られ る中 で、日本 の教科 書 は、・

第一 に コンパ ク トに作 られ てい る点 、第 二に、 単元が

長 めに設定 され てい る点、第三 に、複数 の考 え を示 し、

イ メージ を もたせ る図 を利 用す る構成 となっ てい る点 、

第四 に、す べ ての子 ども を対象 と して問題 が作成 され

てい る点が 特徴 として 挙げ られ た。 しか しな が ら、第

四 を除き、 こ うした点 は中国 と共通 してい た。

他 方、 中 国 におい て は、 「応 試教 育 」 か ら 「素 質教

育」へ の転換 に伴 って 、子 どもの全 体的 ・全面 的 ・能

動 的発達 を促 す基本 路線 が示 され た。 この路線 に従 っ

て、教 育課程 の 国家ス タ ンダー ドで あ る 「課 程標 準」
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が作成され、経験主義に立っ教育課程へと展開された。

こうした転換を受けた中国の教科書の特徴は、第一に

算数の世界で子どもが経験を積み、知的ツールを獲得

することで現実世界とのつながりを体験すること、第

二に、指導内容を精選し、練習問題を課している点、

第三に、教科書の編集方針や理念が子どもに説明され

る箇所がある点である。

3.に おいて、2.で 得られた点ことを、日本の啓

林館の教科書、中国の人民教育出版の教科書を利用し

て、教科書の構成、乗法の単元の展開、導入単元にお

ける概念形成という3つ の視点から検討した。その結

果、日本の教科書では、一斉授業に適 した教科書を利

用 して、計算の意味といった算数に内在する理論を習

得することが目指されているものの、十分に達成でき

てないこと、中国の教科書では、概念はシンプルに説

明し、多様な算数的活動や問題演習を通じて、知的ツ

ールを獲得することが目指されていたことが明らかに

なった。

今後の課題としては、第一に今後日中の両国で公に

される新しい教科書の検討が必要となろう。これによ

り、日本が2008年の学習指導料を踏まえてどのような

算数 ・数学教育を目指しているのかについて具体像が

得られよう。第二に、学校教育法34条に 「2前 項の

教科用図書以外の図書その他の教材で、有益適切なも

のは、これを使用することができる」とされているよ

うに、教科書以外の教材も検討する必要がある。 とり

わけ算数 ・数学においては北海道大学の須田勝彦を中

心とする研究を検討することで、どのような教材が効

果的な学習をもたらすのかを検討する契機となるだろ

う。
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